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アジア の窓
　
高
度
成
長
に
対
応
し
て
、
一
九
九
九
年
か
ら
中
国
の

大
学
で
は
募
集
枠
が
大
幅
に
広
げ
ら
れ
た
。
経
営
規
模

の
拡
大
を
図
る
地
方
大
学
な
ど
の
思
惑
も
絡
ん
で
、
大

学
生
の
募
集
総
数
は
九
八
年
の
一
〇
八
万
か
ら
二
〇
〇

五
年
に
は
五
〇
四
万
人
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

　
今
年
の
募
集
数
は
五
三
〇
万
人
で
あ
り
、
極
端
な
増

加
傾
向
は
若
干
是
正
さ
れ
た
が
、
卒
業
生
の
数
は
〇
三

年
の
二
倍
近
い
四
一
三
万
人
に
ま
で
膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
。

　
新
規
卒
業
生
が
急
増
し
始
め
た
〇
三
年
頃
か
ら
大
学

生
の
就
職
難
が
顕
著
と
な
り
、
就
職
率
は
八
〇
％
以
下

に
低
下
し
た
。
〇
五
年
の
場
合
、
新
卒
者
三
三
八
万
人

の
う
ち
七
五
万
人
が

待
業
生

（
就
職
を
待
つ
者
の

意
、
失
業
者
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
）
で
あ
り
、
就

職
率
は
七
八
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
四
一
三
万
人
が
社
会

人
と
な
る
今
年
は
、
就
職
率
の
更
な
る
低
下
は
免
れ
そ

う
に
な
い
。

　
待
業
生
の
増
加
は
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
一
因
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
要
す
る
に
即
戦
力
を
求
め
る
企
業
と
学

農
村
に
就
職
す
る

　
　
　
中
国
の
大
学
生

生
の
希
望
と
が
一
致
し
な

い
た
め
で
あ
る
が
、
中
国

の
場
合
一
人
っ
子
政
策
が

こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
助
長

し
て
い
る
と
い
う
見
方
も

あ
る
。
過
保
護
に
育
て
ら

れ
た
現
代
の
若
者
の
深
層

に
は
一
種
の
パ
ラ
サ
イ
ト

（「
傍
老
族
」）的
願
望
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
大
学
生
の
就
職
難
の
要
因
は
多
様
で
あ
ろ
う
が
、
看

過
で
き
な
い
の
は
、
産
業
構
造
の
急
激
な
変
化
で
あ

る
。
労
働
集
約
的
産
業
が
主
力
で
あ
っ
た
一
九
八
〇
年

代
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
ポ
イ
ン
ト
当
り
の
雇
用
創
出
力
は
二

四
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
そ
れ
は
八
〇
万
人
程

度
と
い
わ
れ
る
。
高
度
成
長
下
の
低
雇
用
こ
そ
就
職
難

の
真
の
要
因
か
も
し
れ
な
い
。

　
中
国
政
府
は
〇
三
年
か
ら
新
た
な
就
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
西
部
地
区
農
村
で
の
大
卒
者

の
雇
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
、
初
年
度
に
は
六
、〇
〇
〇
人
の
志
願
者
が
い
た
。

そ
の
多
く
は
村
官
（
村
民
委
員
会
や
村
党
支
部
の
幹

部
）
に
就
い
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
今
年
の
秋
に

は
、
西
部
地
区
農
村
の
小
中
学
校
へ
大
卒
者
を
送
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
っ
た
。
今
後
五
年
間
で
一
〇
万
人

の
教
員
を
送
る
計
画
で
あ
る
。

　
村
官
も
教
員
も
期
間
は
三
年
で
あ
る
が
、
前
者
に

は
公
務
員
の
試
験
や
採
用
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、

後
者
に
も
年
間
一
・
五
万
元
の
給
与
と
生
活
費
補
助
以

外
に
修
士
の
資
格
に
必
要
な
教
育
実
習
の
免
除
と
い
う

特
典
が
あ
る
。

　
大
学
生
の
就
職
難
の
解
消
と
新
農
村
建
設
に
必
要
な

人
材
の
確
保
と
い
う
面
で
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
正
に
一
挙
両
得
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
員
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
ま
だ
よ
い
と
し
て
、
大
卒
者
の
一
村
一
名
を

目
指
す
村
官
の
効
果
に
は
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
は
農
業
技
術
一
つ
身
に
付
け
て
い
な
い
よ
う

な
外
地
人
（
余
所
者
）
を
農
民
が
簡
単
に
受
入
れ
る

と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
小
林
熙
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

　
戦
後
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
日
本
を
先
頭
に
雁
行

形
態
的
経
済
発
展
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
構
築
さ
れ
て
き
た

が
、
１
９
８
５
年
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
貿
易
を
軸
と
し

て
展
開
さ
れ
て
き
た
雁
行
形
態
的
発
展
か
ら
直
接
投
資

（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
を
軸
と
し
た
「
同
時
多
発
的
経
済
発
展
形

態
」
に
移
行
し
、
大
競
争
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
経
済
環
境
の
変
化
の
中
で
、
内

向
き
志
向
が
強
か
っ
た
日
本
の
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ

ｓ
で
あ
る
こ
と
の
特
性
を
生
か
し
、
維
持
、
発
展
そ
し

て
生
き
残
り
策
と
し
て
の
国
際
化
を
、
模
索
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
プ
ラ
ザ

合
意
以
降
に
海
外
進
出
し
た
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
の｢

線｣

活
動
か

ら｢

面｣

活
動
へ
の
移
行
に
よ
る
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
の
多
国
籍
企

業
化
で
あ
る
。

　
国
際
経
済
環
境
へ
の
適
用
（
海
外
進
出
の
偶
然
性
）

と
顧
客
追
従
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
の
多
国
籍
企
業
化
を
生

み
、
技
術
を
持
つ
潜
在
的
成
長
力
を
海
外
で
生
か
す
た

め
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
が
日
本
国
内
の
枠
を
乗
り
越
え
、
国
際

市
場
で
の
活
躍
の
場
と
生
き
残
り
を
か
け
た
企
業
活
動

の
一
つ
の
戦
略
が
Ａ
社
の
多
国
籍
企
業
化
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

　
（
み
き
と
し
お
・
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

割
を
演
じ
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
進
出
し
て
20
年
以
上
経
過
し
、
ま

た
、
株
式
を
上
場
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
国
際
化

が
進
み
、
日
本
人
を
含
め
て
海
外
展
開
を
可
能
と
す
る

人
材
が
社
内
的
に
育
っ
て
き
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
イ
ン
ド
進
出
決
定
の
大
き

な
要
因
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
に
お
け
る
イ
ン
ド
人
従

業
員
（
中
間
管
理
職
、
技
術
者
な
ど
）
の
活
用
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
お 

わ 

り 

に


